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市政だより

昭和56年12月1は No.935 

人 口 の 動 き -

1 1月1日現在 前月比

人口計 66.709 +129 
男 32.132+ 70 
女 34.577+ 59 

世帯数 19.290 -186 
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各消防分団05の分団〉の纏ができあがり11月24日、市役所うらの駐車場で戸島市長

井本消防団長など関係者が出席して伝達式が行われました。

乙の纏は、久田純司さん(桜馬場2丁目〉が亡父で元消防団長だった故久田繁太郎

さんのご遺志によるものとして贈ったもので、火消しの象徴の纏に団員も気持ちを新

たにしていました。

各
消
防
分
団
に
糎

火
消
し
の
象
徴
に
気
持
ち
も
新
た
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人権擁護委員ヘー
お気軽{之どうぞ

1Y4 --1j{。
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は

「
人
権
週
間
」
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基

本
的
人
権
が
犯
さ
れ
な
い
よ
う
に

監
視
し
、
も
し
犯
さ
れ
た
場
合
に

は
、
そ
の
救
済
の
た
め
、
す
み
や

りお お む市政だより

人権週間

昭和56年12月1日
1111111111111.11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

一
1
月
日
日
は
「
成
人
の
日
」
一

一

現

在

名

簿

作

成

中

一

一
市
は
、
一
月
十
五
日
に
成
人
民
票
を
基
に
し
て
名
簿
作
成
を
一

一
式
を
行
い
ま
す
が
、
乙
の
成
人
し
ま
す
が
、
最
近
転
入
転
出
し
一

一
式
を
有
意
義
な
も
の
に
す
る
た
た
人
で
確
認
し
た
い
人
は
連
絡
一

一

め

、

新

成

人

代

表

者

で

構

成

し

を

お

願

い

し

ま

す

@

一

一
て
い
る
成
人
式
実
行
委
員
会
と
該
当
者
昭
和
三
十
六
年
四
月
一

一
共
に
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
二
日

t
三
十
七
年
四
月
一
日
一

一

す

。

ま

で

に

生

ま

れ

た

人

一

一

十

二

月

三

十

一

日

現

在

の

住

連

絡

先

社

会

教

育

課

一

か
に
適
切
な
処
置
を
と
る
と
と
も

に
、
常
に
自
由
人
権
思
想
の
普
及

高
揚
に
努
め
る
こ
と
が
主
な
使
命

に
な
っ
て
い
ま
す
。

身
の
ま
わ
り
の
い
ろ
い
ろ
な
問

題
で
苦
し
み
悩
ん
で
お
ら
れ
る
人

は
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

〔
人
権
擁
護
委
員
〕

。
藤
戸
三
郎
さ
ん
(
琴
浜
町
一
、

曾
②
|
二
九
七
七
)

。
田
川
寿
さ
ん
(
皆
同
郷
二
三
八

雷
⑤
|
八
五
四
五
)

く〉

。
松
尾
武
さ
ん
(
大
川
田
町
八
五

O
、
富

@
l七
O
二
四
)

。
山
川
澄
哉
さ
ん
(
杭
出
津
二
丁

目
六
二
八
、
富
④
|
二
八
六

O
)

な
お
、
特
別
人
権
相
談
所
を
次

の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽

に
お
出
か
け
下
さ
い
。

日
時
十
二
月
十
日

午
前
十
時

t
午
後
三
時

福
祉
セ
ン
タ
ー

(
広
報
公
聴
課
)

場
所

O 

O 

公
給
領
収
証
を

必
ず
受
け
取
り
ま
し
ょ
う

十
二
月
は
忘
年
会
な
ど
で
飲
食

さ
れ
る
機
会
が
多
い
乙
と
と
思
い

ま
す
が
、
県
は
乙
の
十
二
月
を
「
公

給
領
収
証
制
度
推
進
月
間
」
と
し

て
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

料
理
飲
食
等
消
費
税
は
、
次
の

よ
う
な
場
合
に
そ
の
料
金
に
か
か

る
税
金
で
、
お
客
の
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

マ
料
理
屈
、
キ
ャ
バ
レ
ー
、
カ
フ

エ
ー
な
ど
で
遊
興
飲
食
を
し
た

ん
Y
さ

マ
飲
食
居
(
ス
タ
ン
ド
パ

l
、
酒

蔵
、
す
し
庖
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

喫
茶
居
、
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
)
の

料
金
が
二
千
円
を
超
え
る
と
き

マ
旅
館
の
宿
泊
料
金
が
一
人
一
泊

四
千
円
を
超
え
る
と
き

V
旅
館
で
の
飲
食
料
金
で
一
人
の

料
金
が
二
千
円
を
超
え
る
と
き

皆
さ
ん
が
こ
の
よ
う
な
料
金
を
支

払
う
際
に
公
給
領
収
証
を
受
け
取

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
税
金
が
正
し

く
県
に
納
ま
る
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
詳
し
く
は
諌
早
県
税
事

務
所
(
曾
諌
早
③

l
O五
O
八
)

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

(
税
務
課
)

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

国
閣
出

前

納

払

込

み

の

利

用

を

郵
便
局
の
簡
易
保
険
で
は
、
十

二
月
を
「
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の

月
」
と
し
て
簡
易
保
険
加
入
者
の

皆
さ
ん
に
、
お
得
な
保
険
料
の
払

込
み
方
法
の
お
知
ら
せ
や
保
険
料

の
払
込
み
が
月
遅
れ
と
な
っ
て
い

る
ご
契
約
の
保
険
料
払
込
み
の
お

勧
め
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

@
保
険
料
の
払
込
み
は
割
引
き
の

あ
る
前
納
払
込
み
で

毎
月
の
保
険
料
を
前
も
っ
て
ま

と
め
て
払
込
み
い
た
だ
き
ま
す
と

(
財
形
貯
蓄
保
険
を
除
く
)
次
の

よ
う
な
割
引
き
を
行
い
ま
す
。

〔
例
〕
月
額
保
険
料
が
一
万
円
の

場
合

マ
払
込
月
数
が
三
カ
月
の
場
合
、

割
引
額
は
千
円
で
一
カ
月
分
の

十
分
の
一

マ
六
カ
月
の
場
合
は
五
千
円
で
一

カ
月
分
の
二
分
の
一

マ
一
年
の
場
合
は
一
万
円
で
一
カ

月
分

順
次
、
払
込
み
年
数
に
応
じ
有

利
な
割
引
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
切
な
お
金
を
上
手
に
お
使
い

い
た
だ
く
た
め
に
も
、
十
二
月
の

よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
お
金
が
入
る

時
期
に
計
画
的
に
利
用
さ
れ
る
乙

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

@
月
遅
れ
と
な
っ
て
い
る
保
険
料

の
払
込
み
は
お
早
目
に

保
険
料
の
払
込
み
が
な
い
ま
ま

三
カ
月
経
過
す
る
と
保
険
契
約
の

効
力
は
な
く
な
り
、
万
一
の
こ
と

が
あ
っ
て
も
保
険
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
お
手
持

ち
の
保
険
料
領
収
書
を
い
ま
一
度

お
確
め
下
さ
い
。

(
大
村
郵
便
局
)

毎月 10日はしPガス消費者保安デー

点検で見つけた箇所はすぐ改善をグ

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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りおおむ市政だより(3) 

※ 

下
水
道

…
例
年
事
故
が
多
発

住
み
よ
い
町
の

ー

踏

切

で

「1
1

確

実

例
年
、
年
末
年
始
に
は、

師
定

の
あ
わ
た
だ
し
さ
な
ど
か
ら
踏
切

事
故
や
線
路
通
行
な
ど
に
よ
る
死

傷
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す。

踏
切
は
一

歩
誤
ま
れ
ば
大
事
故

と
な
る
大
変
危
険
な
所
で
す
。

次

の
乙
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

マ
踏
切
で
は
、
ど
ん
な
に
急
い
で

い
て
も
確
実
に
停
止
し
て
、
安

|ま

全
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

マ
特
に
交
通
の
渋
滞
す
る
踏
切
で

は、

踏
切
内
に
と
じ
込
め
ら
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
前
方
の

安
全
を
よ
く
確
か
め
て
か
ら
発

進
し
て
下
さ
い
。

マ
踏
切
内
で
エ

ン
コ
し
た
と
き
は

ま
ず
列
車
を
と
め
る
手
配
を
と

っ
て
下
さ
い
。

O 

国民年金

3期分の保険料は

もう納められましたか

基
礎
づ
く
り

上仁

を
マ
線
路
を
通
行
し
た
り
、
線
路
の

近
く
で
遊
ば
な
い
よ
う
に
し
て

下
さ
い。

マ
架
線
の
近
く
で、

た
こ
あ
げ
や

魚
釣
り
な
ど
は
絶
対
に
し
な
い

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

(長
崎
鉄
道
公
安
室
)

O 

O 

十
二
月
分
ま
で
の
保
険
料
は、

も
う
納
め
ら
れ
ま
し
た
か
。
納
め

忘
れ
が
な
い
か
、
も
う
一

度
お
確

め
下
さ
い
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
ま
す
と、

万
一

事
故
が
あ

っ
た
と
き
の
障
害

年
金
や
母
子
年
金
、

将
来
の
老
齢

年
金
さ
え
受
け
ら
れ
な
い
乙
と
が

あ
り
ま
す
。

事
故
が
お
き
た
と
き
に
、
あ
わ

て
て
保
険
料
を
納
め
て
も
間
に
合

い
ま
せ
ん。

保
険
料
は
必
ず
納
期

内
に
納
め
て
下
さ
い
。

(保
険
年
金
課
) (

工
事
中
ご
迷
惑
を
お
内
げ
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
)

f

h
 

v

毎
民
卑
守
司
h

.

仰木
は
英
語
の
コ
ー
ル
ド

・
ウ
ニ

)

四

品

目

何

回

H
H
=
=
目

ー

l

l
ブ

(C
o
E
言
語
)
の
訳
で

(

~

寒

波

(

冬

将

軍

)

す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は、

寒
波

V

〉

が
襲
来
す
る
と
防
災
措
置
を
と

ば

小

o

o
J
o
o
o
o
p

世
界
最
大
の
高
気
圧
で
す
。

る
必
要
か
ら
、
そ
の
基
準
が
決

戸

~

。

ωタ
い
o
Nβ
&

と
こ
ろ
で、

冬
に
な
る

と

テ

ま

っ
て
い
ま
す

o
二
十
四
時
間

ベ

ゲ

両
略
礼
司
司

π
ス-h

レ
ピ
や
ラ
ジ
オ
で

タ
寒
波
4

と

以
内
の
気
温
の
下
が
り
具
合
と

回

・・
も
/い~
問「

J

了
闘

い

う
一一=
口
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す

最
低
気
温
が
各
地
ご
と
に
決
ま

‘

J

圃
圃

Jt
コ
/胃位

一
-

a
，LP陥

院
副
f
ト

1
4

日
本
海
北
部
や
北
海
道
方
面
に

っ
て
い
て
、
た
と
え
ば

ニ
ュ
l

v

ハ

o-
'
i
d祖
-
q
4

，コ

ハ

い
か
、
パ

0

4ふ
か
れ

低

気
圧
が
発
達
す
る
時
、
大
陸

ヨ
l
ク
で
は
、
二
十
四
時
間
以

P

A

0
0
4
0

0

〈

山

0

か
ら
冷
た
い
シ

ベ
リ
ア
寒
気

団

内

の

温
度
降
下
が
二
十

一
度
以

~

~

冬
将
軍
出
昨
の
季
節
と
な
り
が
波
の
よ
う
に
や
っ

て
く
る
現

上

で

、
最
低
気
温
が
氷
点
下
六

V

J

ま
し
た

。

象

を

寒
波
と
い
っ
て
い
ま
す
0

・一

度
以
下
と
な

っ
て
い
ま
す

J

(

と
こ
ろ
で
、
乙
の

タ
将
軍
ク
寒
波
に
襲
わ
れ
る
と
、
わ
ず
か

日

本

で
、
深
波
と
い
う
言
葉

ん

~

と
は
、
ど
ん
な
将
軍
か
ど
存
じ

一
日
ぐ
ら
い
で
気
温
が
摂
氏

五

が

使
わ
れ
始
め
た
の
は
そ
う
古

J

W

で
し
ょ
う
か
。
乙
れ
は
、

一
八
度
か
ら
十
度
も
急
降
下
す
る
こ

い
こ
と
で
は
な
い
ら
し
く

「仰木

…

い

一
二
年
ナ
ポ
レ
オ

ン

一
世
が
、

と
が
あ
り、

明
け
方
に
は
日
本

波
H

か
ん
な
み
。
究、
い
と
き
水

~

~

モ

ス
ク
ワ
に
遠
征
し
た
時
、
ロ

中
の
温
度
計
が
氷
点
下
に
沈

ん

面

に
た
つ
波
な
ど」

と
な
っ

て

J

は
い
か
い

〈

シ
ア
の
宋
さ
と
雪
に
は
ば
ま
れ

で

し

ま
い
ま
す
。

い
る
俳
譜
歳
時
記
も
あ
り
ま
す

(

~

て

敗
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と

で
は
、

い
っ
た
い
、

ど
の
く

そ

れ
に
し
て
も
、
今
シ

l
ズ

~

V

い
う
話
か
ら
き
た
も
の
で
、
連

ら
い
の
寒
さ
が
、
ど
の
く
ら
い

ン
も
4

冬
将
軍
ク
に
負
け
な
い

v

m

戦
連
勝
を
誇

っ
て
い
た
ナ
ポ
レ

の
早
さ
で
や
っ

て
き
た
ら
寒
波

よ
う
に
体
を
鍛
え
る
と
と
も
に
~

~

オ
ン
を
拒
ん
だ
の
が
冬
将
軍
と

な
の
か
に

つ
い
て
は、

日
本
で

一

方
で
は
省
子
不
に
も
心
し
た
い

れ

い
う
わ
け
で
す
。
そ
の
正
体
は

は

、

は

っ

き
り
し
た
決
ま
り
は
い
も
の
で
す
ね
。

，

山
シ
ベ

リ
ア
寒
気
団
と
呼
ば
れ
る

あ

り

ま

せ

ん
。
寒
波
と
い
う
言

~

J

ψ

 

一

|

|

郵

便

局

か

ら

お

願

マ
転
居
さ
れ
る
方、

さ
れ
た
方
は

郵
便
局
に
も
必
ず
転
居
届
を
お

出
し
下
さ
い
。
郵
便
が
届
か
な

く
な
り
ま
す
。(大

村
郵
便
局
)

マ
年
賀

ハ
ガ
キ
は
遅
く
と
も
十
二

月
二
十
日
ま
で
に
お
出
し
下
さ

マ
小
包
郵
便
は
遅
く
と
も
十
二
月

マ
さ 郵 い十
い便 。五
o ;W.. ロコζ 口

箱 ま
とで
表 iζ
札 は
を お
お 出
つ し
け下
下さ
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注
射
と
検
診

-1歳

6
カ
月
児

健

康

診

査

対 噌
象

昭
和
五
十
五
年
五
月
生
ま

れ
の
幼
児
で
す
が
、
昭
和
五
十

四
年
十
二
月

I
五
十
五
年
四
月

生
ま
れ
で
、
ま
だ
健
康
診
査
を

受
け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診
し

て
下
さ
い
。

日
時
十
二
月
十
一
日
、
十
八
日

午
後
一
時

1
一
時
三
十
分
受
付

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
と
送
付
し
ま
し

た
問
診
票
を
記
入
の
上
、
必
ず

ど
持
参
下
さ
い
。(

生
活
環
境
課
)

-
百
日
攻
、
ジ
フ
テ
リ

ア
、
破
傷
風

(
3
混
)

の
予
防
接
種みちのく角館ヘ

※ 

海
や
川
を
守
る
た
め
J

粉
石
け
ん
を
使
い
ま
し
ょ
う

少年たちがみかんの便り

金
災

企州刊家
、3
2

・
a
M
一j

z
p前

引

か
え
:

該
当
者
〔
第
一
期
日
初
回
免
疫
〕

生
後
二
十
四
カ
月

t
四
十
八
カ

月
ま
で
の
幼
児
で
、
初
回
免
疫

が
完
了
し
て
な
い
幼
児
〔
第

二
期
日
追
加
免
疫
〕
第

一
期
の

三
回
目
接
種
後
十
二
カ
月

1
十

八
カ
月
に
至
る
期
閣
の
幼
児

今年1月2日-6日までの日程で姉妹都市の

角館町(秋田県〉を訪問した中学生12人が、 11
月21Bの午後集まり、みかん狩り、を行いまし

た。これは、訪問の際にお世話になった人たち

へ大村の味覚を送ろうと、少年たちの父母の会

〈田下理一会長)が企画したもので、宮代郷の

山本恒夫さんのみかん圏では、 、また行きたい

なあ、 、お母さんたちも行きましょうよ、など

楽しい語らいが続いていました。

[見[以九

[U l ~ 
福重出張所 [出 i垢|九|

三七%[辺lMl
竹松出張 所

市 役 所

萱瀬出張所

諏訪公民館

三浦出張所

鈴田 出張所

名場会

接
種

禁

忌

者

有

1

1

1

1

1

1

i

ll
-

-

1

1

1

1

'

熱
者
、
か
っ
け
、
心
臓
、
じ
ん

圃
原
爆
被
爆
者
の
子
の

臓
、
呼
吸
器
疾
患
者

胸

腺
り

健
康
診
断

ん

ぱ

体

質

の

幼

児

父

ま

た

は

母

が

原

爆

被

爆

者

で

料

金

無

料

あ

る

子

の

健

康
診
断

(
無
料
)
が

※
当
日
は
必
ず
体
温
を
計

っ

て

き

実

施
さ
れ
ま
す
。
受
診
希
望
者
は

て
下
さ
い
。
母
子
健
康
手
帳
も
お
申
込
み
下
さ
い
。

忘
れ
な
い
よ
う
に
持
っ
て
き
て
対
象
者
原
爆
被
爆
者
の
子
で
六

下

さ

い

。

歳

以

上

(

過

去

に

受

診

し

た

人

は
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
)

(
生
活
環
境
課
)

申
込
方
法
十
二
月
十
九
日
ま
で

に
ハ
ガ
キ
ま
た
は
受
診
申
込
書

(
保
健
所
、
福
祉
課
に
あ
り
ま

す
)
に
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
記
入
し
て
大

村
保
健
所
か
福
祉
課
へ
提
出
し

て
下
さ
い
。

実
施
時
期
一
月
十
八
日

t
二
月

十
日
ま
で
の
聞
に
実
施
の
予
定

(
受
診
希
望
者
に
は
後
日
通
知
)

(
福
祉
課
)

-
被
爆
者
健
康
診
断

被
爆
者
の
健
康
診
断
を
行
い
ま

す
。
な
お
、
対
象
者
に
は
個
人
あ

て
通
知
し
ま
す
。

(
福
祉
課
)

被爆者健麗診断日程

l旦一旦-i 場 所 | 対象地区

:. 12/ 8 I竹松出張所 |竹松，福重，松原地区

巴士竺 三ブニト西大村，萱瀬地区
! r:t:!1!! kK~a:W; I 西大村地区

12/11 I市役所第 1会議室 !大村，三浦.鈴田地区

戸EI H i大村地区
12/16 I //大村，西大村地区

(受付時間 10:00~11:30 13:00~14:30) 
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※ 

空
カ
ン
の
投
げ
捨
/て
は
や
め
ま
し
ょ
う

も

よ

お

し

-
さ
く
ら
荘
年
忘
れ
演

芸
会
一

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ
く
ら

荘
」
で
は
、
年
忘
れ
演
芸
会
を
開

催
し
ま
す
。
多
数
ど
参
加
下
さ
い

日
時
十
二
月
二
十
日
(
日
)
午

前
十
一
時

t
午
後
四
時
ま
で

場
所
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ

く
ら
荘
」

入
館
料
無
料
(
六
十
歳
以
上
の

『
市
内
居
住
者
〉

(
保
護
課
)

-
多
良
岳
に
つ
ど
う
少

年
野
外
活
動
の
つ
ど

冬
季
に
お
け
る
森
林
正
陵
地
で

の
野
外
活
動
を
通
し
て
、
心
身
を

鍛
練
し
自
然
に
親
し
む
体
験
を
し

な
が
ら
、
少
年
相
互
の
交
流
・
交

歓
を
図
り
ま
す
。

期
間
十
二
月
二
十
四
日

t
二
十

六
日
ま
で
(
二
泊
三
日
)

場
所
国
立
諌
早
少
年
自
然
の
家

対
象
小
学
五
年

t
中
学
三
年
ま

今
で
の
児
童
・
生
徒

定
員
百
人
〈
団
体
の
一
括
申
込

み
は
原
則
と
し
て
十
二
人
以

内
)

内
容
交
歓
の
つ
ど
い
、
登
山
、

映
画
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
タ
ベ
、

童
話
な
ど

参
加
費
二
千
五
百
円
(
食
事
代

傷
害
保
険
な
ど
)

持
っ
て
く
る
も
の
筆
記
用
具
、

洗
面
用
具
、
懐
中
電
灯
、
雨
具

手
袋
、
帽
子
、
運
動
靴
、
野
外

活
動
の
で
き
る
服
装
、
今
防
寒
服

健
康
保
険
証
の
控
え
番
号
、
着

替
え

申
込
方
法
所
定
の
用
紙
に
よ
り

十
二
月
十
七
日
ま
で
に
国
立
諌

早
少
年
自
然
の
家
(
諌
早
市
白

木
峰
町
一
一

O
九
|
て
曾
諌

早
⑤
|
九
一
一
一
)
へ

-
壁
画
コ
ン
ク
ー
ル
の

作
品
を
展
示

市
内
の
子
ど
も
会
を
対
象
に
十

一
月
一
日
に
開
催
さ
れ
た
第
十
九

回
壁
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
す
。
ど
家
族
そ
ろ
っ
て

お
出
か
け
下
さ
い
。
な
お
、
コ
ン

ク
ー
ル
の
成
績
は
優
秀
賞
に
片
町

第
二

B
、
入
選
に
カ
ナ
リ
ヤ

A
、

上
小
路
己
、
西
小
路
、
須
田
ノ
木

で
、
以
下
佳
作
が
五
点
、
努
力
賞

が
三
点
で
し
た
。

期
間
十
二
月
七
日

t
十
二
日

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

主
催
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

議
会(

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
)

「

天

正

遣

欧

少

年

使

節

勇
気
@
記
録
⑫

。口I
マ
人
が
見
た
少

年
使
節

大
歓
迎
の
う
ち
に
ロ

l
マ
市

に
入
っ
た
四
少
年
達
。
初
め
て

見
る
日
本
人
の
姿
は
、
ロ
ー
マ

市
民
の
目
に
は
ど
の
よ
う
に
映

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
当
時
代

の
人
が
そ
の
印
象
を
数
多
く
書

き
残
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
部

を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

例
に
よ
っ
て
、
彼
等
が
公
式

川
の
席
上
で
は
必
ず
身
に
つ

一
け
た
着
物
は
、
ロ
ー
マ
市

ル
民
の
最
大
の
関
心
物
で
し

一
た
。
次
の
よ
う
に
描
写
し

ふ

て
い
ま
す
。

が

「
一
行
は
珍
ら
し
き
日

η
本
の
衣
服
を
着
し
て
い

ァ
る
が
、
こ
れ
は
珍
奇
な

も
の
と
し
て
よ
り
、
他

の
世
界
よ
り
来
た
誼
と

し
て
、
敬
度
の
用
を
な

し
て
い
る
。
彼
等
が
身

に
つ
け
た
服
は
極
め
て

柔
か
く
精
巧
な
薄
絹
製

の
外
衣
で
、
中
国
産
で

あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

も
の
と
比
べ
て
は
る
か

に
純
白
で
あ
っ
て
、
彼

等
の
身
辺
に
芳
香
を
漂

わ
す
よ
う
で
あ
る
。

前
面
は
開
き
、
袖
は
長
く

肘
の
と
こ
ろ
で
切
れ
て
腕
を

露
出
し
、
ま
た
肩
及
び
胸
の

部
分
も
広
く
聞
い
て
い
る
。

厳
冬
極
寒
の
際
も
、
こ
の
よ

う
に
し
て
過
し
て
い
る
。

足
に
は
薄
き
織
物
製
の
靴

下
の
よ
う
な
も
の
を
は
き
、

そ
の
下
に
は
精
巧
な
革
製
の

親
指
と
他
の
目
指
と
の
聞
を

縫
つ
け
た
半
長
靴
の
よ
う
な

も
の
で
、
二
本
の
革
紐
で
結

び
つ
け
た
靴
底
の
よ
う
な
も

の
を
つ
け
て
い
る
。
」

少
年
の
着
物
姿
を
見
た
市
民

は
、
花
鳥
の
刺
し

e
う
の
美
し

さ
を
賞
讃
し
て
い
る
者
も
お
れ

ば
、
ま
る
で
道
化
役
者
だ
と
罵

っ
た
者
も
い
ま
し
た
。
し
か
し

何
と
い
っ
て
も
、
そ
の
姿
の
な

か
で
最
も
驚
い
た
の
は
、
タ
チ

ヨ
ン
マ
ゲ
'
で
し
た
。
そ
れ
を

「
そ
の
一
部
は
制
り
、
頂
上

に
髪
を
残
し
、
後
方
に
大
き

な
髪
の
束
を
有
し
て
い
る
」

と
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

ま
た
少
年
達
の
人
相
に
つ
い

て
は
、

ひ
げ

「
背
丈
低
く
、
需
は
な
く
、

顔
色
は
オ
リ

i
J
d
wり、

容
貌
は
す
こ
ぶ
る
醜
い
、
目

は
小
さ
え
、
鼻
は
下
端
で
拡

が
り
、
臓
は
厚
い
」

と
、
当
時
の
イ
タ
リ
ア
で
の
美

の
基
準
と
な
っ
て
い
た
「
ブ
ロ

ン
ズ
の
髪
と
白
い
机
」
と
は
、

ほ
ど
遠
い
容
貌
に
、
西
欧
人
が

こ
の
よ
う
な
印
象
を
も
っ
た
の

は
当
然
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

し
か
し
使
節
達
が
容
貌
は
別

と
し
て
、
ロ
ー
マ
の
人
々
か
ら

好
感
を
い
だ
か
れ
た
こ
と
は
確

か
な
事
実
で
、
人
々
は
口
を
揃

え
て
彼
等
の
礼
儀
正
し
さ
、
そ

の
敬
虞
さ
を
賞
讃
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
彼
等
が
、
こ
の
よ
う

な
年
齢
で
信
仰
の
た
め
か
く
も

多
く
の
不
便
、
危
険
に
身
を
お

い
て
ま
で
ロ
!
?
に
や
っ
て
来

た
乙
と
が
、
何
に
も
ま
し
て
ロ

ー
マ
市
民
の
心
を
動
か
し
た
の

で
し
た
。
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募

集

-
市
立
幼
稚
園
児

市
立
幼
稚
園
(
三
浦
を
除
く
)

で
は
、
園
児
の
追
加
募
集
を
行
っ

て
い
ま
す
。

入
園
資
格
昭
和
五
十
二
ヰ
四
月

二
日
1
五
十
二
年
四
月
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児

申
込
期
間
十
二
月
一
日

t
十
日

ま
で
※
各
幼
稚
園
に
備
え
付

け
の
願
書
に
よ
り
、
直
接
幼
稚

園
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

(教
育
委
員
会
庶
務
課
)

-
お
お
む
ら
文
芸
第
叩

集
の
作
品

郷
土
の
文
芸
を
育
て
、
生
き
る

証
し
と
し
て
、
あ
な
た
の
作
品
を

お
寄
せ
下
さ
い
。

投
稿
数
・
送
り
先

〔短
歌
〕

十
首
、
島
崎
重
八

〈春

日
町
三
四
二
)

〔
俳
句
〕

+
句
、
川
崎
紀
穂

(上

小
路
九
三
)

〔川
柳
〕
十
句
、
指
方
重
幸

(須

田
ノ
木
町
八
五
三
)

〔
詩
・
民
謡
〕一

篇
、
植
木

孟

(諏
訪
三
丁
目
四
七
三
)

締
切
十
二
月
三
十
一
日

会

費

平

円
(
誌
代
)

資

格

市

内
在
住
者、

勤
務
者

(
社
会
教
育
課
)

句、
E

‘
，
、
t
、
・
!
t
‘
，
、
・
!
t
、
・
!
・
!
・
!
，
、
・
!
・
!
，
‘
t
、
・
!
，
、
・
:
・
!
t
・
・
1
，
J

一

市

は

虚

礼

廃

止

一

一

こ

の

た

び
、
市
は
年
賀
並
び

市
も
こ
の
方
針
を
と
り
虚
礼
廃
一

一
に
暑
中
見
舞
状
な
ど
時
候
の
挨

止
す
る
乙
と
と
な
っ
た
も
の
で
一

一
拶
を
自
粛
す

る

こ

と

に

い

た

し

す

。

一

一
ま
し
た
。

市

民

皆

様

の

ど

理

解

を

い
た
一

一

ζ

れ
は
、
国
・

県
の
指
導
や
だ
き
、
ど
了
承
賜
わ
り
ま
す
よ
一

一
国
会

・
県
議
会
及
び
市
議
会
の
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一

一
申
し
合
せ
を
尊
重
す
る

も

の

で

一

※ 

大
村
線

乗
ろ
う

守
ろ
う

-
冬
休
み
学
童
保
育
所

を
開
設

共
働
き
、
父
子
、
母
子
家
庭
の

カ
ギ
ッ
子
の
小
学
校
低
学
年
が
対

象
で
す
。
み
ん
な
と
楽
し
く
遊
ん

だ
り
、
朝
は
勉
強
時
間
も
あ
り
ま

す。期
間
十
二
月
二
十
五
日

t
一
月

七
日
ま
で
(
日
曜
、
十
二
月
三

十
一
日

t
一
月
三
日
は
体
み
)

場

所

中

地

区
住
民
セ
ン
タ
ー
別

館

(
医
師
会
館
う
ら
)

受

付

十

二
月
二
十
日
(
午
前
十

時

t
十
一
時
ま
で
)
学
童
保
育

所
に
て

問
合
せ
先
大
村
学
童
保
育
父
母

の
会

(松
尾
曾
③
|
一
四
七
三

浜
田
宮
③
|
二
八
六
O
)
へ
夜

ζ
 

(福
祉
課
)

-
職
業
訓
練
生

県
立
佐
世
保
高
等
職
業
訓
練
校

で
は
、
昭
和
五
十
七
年
度
の
訓
練

生
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
科
目
・
入
校
資
格

マ
機
械
、

塗
装、

溶
接
、
板
金、

.
フ
ロ
ッ
ク
建
築
H

中
卒
以
上
ま

た
は
来
春
卒
業
見
込
の
人

マ
自
動
車
整
備
、
電
気
工
事
、
電

子
機
器
U
高
卒
以
上
ま
た
は
来

春
卒
業
見
込
の
人

ダ
イ
ヤ
を
増
そ
う 応

募
手
続

願
書
と
職
業
相
談
票

を
職
業
訓
練
校
か
公
共
職
業
安

定
所
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

願
書
受
付
期
間
一

月
九
日

t
三

十
日
ま
で

問
合
せ
先

佐
世
保
高
等
職
業
訓

練
校

(曾
佐
世
保

@
i
一一一一

八
)

(向
工
観
光
課
)

-
職
業
訓
練
大
学
校
通

信
訓
練
受
講
生

職
業
訓
練
大
学
校
で
は
通
信
訓

練
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す

訓
練
科
目
〔

一
扱
技
能
士
〕
機

械
加
工
、
仕
上
げ
、
仮
金
、
配

管

〔二
級
技
能
士
〕
機
械
加

工、

機
械
検
査
、
回
転
屯
機
組

立、

建
築
、
凸
版
印
刷
、
機
械

製
図
、
仕
上
げ
、
鉄
鋼
熱
処
理

洋
服
、
ブ
ロ

ッ
ク
建
築
、
時
計

修
理
、
家
具
木
工
、
板
金
、
と

び
、
配
管
、
金
属
塗
装
、

鋳
鉄

鋳
物
、
鋳
鋼
持
物
、
製
蹴
、
建

具
、
左
官
、
木
型
、
電
気
め
っ

き
、
広
告
主
術
、
活
版
製
版
、

オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
、
横
編
み
メ

リ
ヤ
ス
、
建
築
設
装
、
タ
イ
ル

張
り

受
講
資
格

実
務
経
験
が
あ
る
人

※
一
級
に
つ
い
て
は
一
級
技
能

検
定
受
検
資
格
者
ま
た
は
一
年

後
に
そ
の
資
格
を
得
ら
れ
る
人

一

国

際

障

害

者

年

一

一

S
完
全
参
加
と
平
等

S

一

一

ご

存

じ

で

す

か

一

一
@
パ

i
ル

ハ

イ

ム

の

通

と

い

う
意
欲
の
あ
る
人

ω
一

一

所

生

を

募

集

視

力

に

著

し

い

障

害
が
な
く

一

上
肢
が
ほ
ぼ
健
全
な
人
間
↑

一

重
度
身
体
障
害
者
授
産

施

設

精

神

に

異
常
を
き
た
し
て
な

一

一
パ
ー
ル
ハ

イ
ム
は
、

こ

れ

ま

で

い

人

凶

日

常
生
活
に
人
手

一

一
の
入
所
施
設
だ
け
で
な
く
、
今

を
あ
ま
り
要
し
な
い
人
一

一
度
新
た
に
通
所
施
設
と

し

て

も

通

所

方

法

施
設
の
送
迎
車
4

二

一
認
可
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
通

所

利

用

で

き

ま

す

。

一

一
生
を
非
集
し
ま
す
。

作
業
内
容

マ
装
身
具
類
の
細

一

一

希

望

さ

れ

る

方

は

福

祉

課

ま

工

マ

真

珠
の
加
工
・
穴
あ
一

一
た
は
パ
l
ル
ハ
イ
ム

(
禽
③
|

十

ノ

一

一
六
七

O
九
)
へ
ど
連
絡
下
さ
い

作

業

時

間

午
前
十
時
十
五
分

一

一
募
集
人
員

五
人

t
午

後

四

時

ま

で

一

一
対
象
者
川
市
内
に
居
住

す

る

給

食

昼
食
は
施
設
の
給
食
を
一

一

十

五
歳
以
上
の
身
体
障
害
者

利
用
で
き
ま
す
。

(世
帯
の

一

一

手

帳
所
列
者
で
、
自
ら
障
害

収
入
に
よ
り
自
己
負
担
が
あ

一

一

を

克
服
し
自
立
更
生
し
よ

う

り

ま

す

)

一

一、
M
g'

0

0
0

一

J
FY

γ

耳

と

こ

と

は

の

相

談

日

一

一

E
E駈
V
K
F

日

時

十

二
月
十
九
日

(
土
)
一

一

‘

、

-

午
後

一
時

t
三

時

一

一

4紙
、

可

場

所

福

祉

セ

ン
タ
ー

一

訓
練
期
間

標
準
一
カ
年
※
修

了
者
に
は
技
能
検
定
職
種
の
学

科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

受
講
料
一

級
H
八
千
円
、
二
級

日
六
千
円

申

込

先

長
崎
高
等
職
業
訓
練
校

(
曾
諌
早
②
l
j
二
三
二
三
)

(自
工
観
光
課
)



※ 

天
正
遣
欧
少
年
使
節
顕
彰
事
業
に
浄
財
を
/

昭和56年12月 1日
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(
税
務
課
)

-
電
話
加
入
権

-
第
幻
回
県
民
体
育
大

会
成
績

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
え
た

電
話
加
入
権
を
公
売
じ
ま
す
。
民

受
希
望
者
は
定
刻
ま
で
に
印
か
ん

と
買
受
代
金
を
持
っ
て
ど
参
集
下

さ
い
。
な
お
、
公
社
の
譲
渡
承
認

が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
売
却
決
定

を
取
消
し
ま
す
。

日
時
十
二
月
八
日
、
午
前
十
時

場
所
市
役
所
第
六
会
議
室

公
売
物
件

雷
③
|
七
七
八
て

富
@
ー
一
三
八
八
、
富
⑤
i
四

八
五
一

公
売
方
法

代
金
納
付

十
一
月
七
日
、
八
日
の
両
日
、

佐
世
保
市
を
中
心
に
し
て
行
わ
れ

本
市
か
ら
は
二
十
二
競
技
に
約
四

百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
開
会
式
で
は
社
会
体
育

の
普
及
、
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
団

体
と
個
人
が
県
体
育
協
会
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

〔
試
合
成
績
〕
三
位
以
内

〔
サ
ッ
カ
ー
〕
V
一
般
男
子
②
V

壮
年
②
〔
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
〕
V
一

般
男
子
③
〔
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
〕

一
般
競
争
入
札

当
日
開
札
後
即
納

り

“宝石大使"

おおむ

が訪問

オーストラリアから

市政だより(7) 

V
一
般
女
子
@
V
壮
年
③
〔
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
〕
V
男
子
③
〔
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
〕
V
総
合
①
V
壮
年

(
S

P
)
①

V
教
員

(
F
P
)
③
V

一

般
女
子

(
S
P
)
②
(
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
〕
V
一
般
男
子
③
〔
弓
道
〕

v
一
般
男
子
(
遠
的
)
③
V
一
般

女
子
(
近
的
V

③
V
個
人
一
般
女

子
(
近
的
)
③
山
本
照
美
〔
剣
道
〕

V
青
年
②
〔
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ

ー
ル
〕
V
一
般
A
パ

l
ト
③
〔
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
〕
V
団
体
@
V
個
人

壮
年
③
田
中
一
本
史
〔
卓
球
〕

V
壮

年
@
〔
レ
ス
リ
ン
グ
〕
V
団
体
③

〔
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
〕
V
一
般
男
子

(
フ
ル

i
レ
)
③
V
同
(
エ
ペ
)

③
V
同
(
サ
l
フ
ル
〉
③
V
個
人

一
般
男
子
(
フ
ル

l
レ
)
①
東
山

オーストラリアの、宝石大使、グレッチェ

ン・ローラー・ボークスさん (21)とハイジ

-ボークスさん (8)の姉妹が11月19日、戸

島市長を表敬訪問しました。この 2人は、市

内の時計百で聞かれたオーストラリア宝石フ

ェアのコンパニオンとして大村を訪れたもの

(
事
務
局
・

大
村
商
工
会
議
所
で
受
付
け
て
い
ま
す
)

一
一

新

年

名

刺

交

換

会

一

一

-
昭
和
五
十
七
年
名
刺
交
換
会
場
所
市
民
会
館
三
階
会
議
室
一

一

を

次

の

と

お

り

行

い

ま

す

。

会

費

一

人

八

百

円

一

-
日
時
一
月
二
日
(
午
前
十
一
申
込
方
法
十
二
月
十
日
ま
で
-

一

時

か

ら

)

に

市

役

所

総

務
課

へ

ん

克
明
V
同
(
エ
ペ
)
①
東
山
克
明

V
同
(
サ
l
ブ
ル
)
①
東
山
克
明

〔
山
岳
〕
V
一
般
男
子
①
V
男
子

登
は
ん
①
V
同
踏
査
①
V
同
縦
走

①
〔
軟
式
庭
球
〕
V
壮
年
個
人
①

福
井
・
鶴
(
ク
レ

l
射
撃
〕
V
は

体
③〔

受
賞
者
〕

〔
社
会
体
育
優
良
団
体
賞
〕
大
村

市
弓
道
協
会
〔
社
会
体
育
功
労
者

賞
〕
福
田
信
行
(
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
)

で市長となごやかに歓談していました。

-
大
村
冬
季
卓
球
選
手

権
大
会

十
二
月
二
十
日
(
日
)

午
前
十
時
試
合
開
始

場
所
市
民
体
育
館

種
目
〔
シ
ン
グ
ル
ス
〕
中
学
男

-
女
、
一
般
男
子

A
(含
高
校
)

B
、
婦
人
、
一
般
女
子
(
合
高

校
)
〔
ダ
ブ
ル
ス
〕
一
般
男

・
女
(
含
中
学
・
高
校
)

参
加
資
格
市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
者

日
時

申
込
方
法
十
二
月
十
四
日
ま
で

に
卓
球
協
会
事
務
局
(
曾
@
i

九
四
六
九
、
曾
③
i
O
九
四
一
)

主
催

後
援

市
卓
球
協
会

巾
教
育
委
員
会

(
体
育
課
)

-
補
助
グ
ラ
ン
ド
は

2

月
末
ま
で
使
用
で
き

ま
せ
ん

市
営
補
助
グ
ラ
ン
ド
は
、
下
水

道
管
埋
蔵
工
事
の
た
め
来
年
二
月

二
十
八
日
ま
で
昼
夜
と
も
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

(
体
育
課
)

-
第
刊
回
家
庭
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
成

績十
一
月
一
目
、
市
民
体
育
館
で

市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
A
パ
I
ト
〕
①
柴
田
②
ひ
ま
わ

り
③
大
曲

〔
B
パ
l
ト
〕
①
竹
松
似
人
③
大

村
婦
人
③
池
田

-
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大

会
成
績

十
一
月
三
日
、
市
営
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
で
市
硬
式
庭
球
協
会
の
主
催

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
般
男
子
A
〕
①
中
越
・
田
崎

②
佐
蕗
・
松
本
③
宮
崎
・
田
中

二
般
男
子
B
〕
①
田
崎
・
相
良

②
佐
々
木
・
小
宮
③
西
・
川
田

二
般
女
子
〕
①
山
中
・
増
田
②

川
股
・
A
口
田
③
中
山
・
形
田

は温泉~.みι4孟
合小浜(09577) 4 -2383 
または大村市社会福祉協議会宿泊係・合③ 1351



(8) 

融

資

り

-
未
組
織
労
働
者
の
た

め
の
住
宅
・
生
活
資

金

おおむ

未
組
織
労
働
者
な
ど
が
生
活
資

金
を
借
り
や
す
く
す
る
た
め
に
県

勤
労
者
信
用
基
金
協
会
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
協
会
の
保
証
を
つ
け

る
乙
と
に
よ
り
、
勤
労
者
で
あ
れ

ば
ど
な
た
で
も
金
融
機
関
か
ら
融

資
を
受
け
る
乙
と
が
で
き
ま
す
。

融
資
対
象
者
V
県
内
に
住
所
・

勤
務
先
の
あ
る
未
組
織
労
働
者

で
協
会
の
保
証
に
よ
る
借
入
金

市政だより昭和56年12月1日
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を
償
還
期
間
内
に
返
済
す
る
能

力
が
あ
る
成
年
者
V
県
内
に

居
住
し
県
内
の
同
一
事
業
所
に

二
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
人
、

県
内
に
二
年
以
上
生
活
の
本
拠

を
お
き
他
県
の
同
一
事
業
所
に

酬
二
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
人

V
過
去
一
年
間
の
平
均
月
収
が

返
済
払
込
月
額
の
四
倍
以
上
で

あ
る
人

V
給
与
証
明
書
ま
た

は
所
得
証
明
書
な
ど
の
書
類
が

提
出
で
き
る
人

融
資
額
・
返
済
期
間
〔
住
宅
取

得
〕
七
百
万
円
ま
で
、
木
造
H

十
八
年
、
耐
火
構
造
H
二
十
五

年
〔
住
宅
改
良
」
三
百
万
円

ま
で
、
十
五
年
〔
住
宅
用
地

取
得
〕
三
百
万
円
ま
で
、
十
五

年
〔
生
活
〕
百
万
円
ま
で
、

五
年

保
証
人
生
活
資
金
に
限
り
一
人

以
上

貸
付
利
率
生
活
資
金
は
年
九
・

三
Mm、
他
は
金
融
機
関
の
利
率

に
よ
る

(
商
工
観
光
課
)

そ

の

他

最
低
賃
金
額
一
日
H
二
千
七
百

九
円
※
賃
金
の
大
部
分
が
時

聞
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る

場
合
は
一
時
間
H

三
百
三
十
九

円使
用
者
は
、
乙
の
最
低
賃
金
額

よ
り
低
い
賃
金
で
労
働
者
を
使
用

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
別
に
定
め
ら
れ
て
い
る

「
産
業
別
最
低
賃
金
」
が
適
用
さ

れ
て
い
る
事
業
所
で
あ
っ
て
も
、

現
在
の
「
産
業
別
最
低
賃
金
」
の

方
が
低
い
場
合
に
は
、
と
の
「
本

県
の
最
低
賃
金
」
が
適
用
さ
れ
ま

す
か
ら
、
使
用
者
の
方
は
ど
注
意

下
さ
い
。
詳
し
い
乙
と
は
長
崎
労

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

社

会

福

祉

協

議

会

へ

預

託

一

マ
赤
水
清
春
(
本
町
二
丁
目
)
一

友

記

)

十

万

円

マ

宮

崎

末

春

(

溝

陸

郷

・

亡

夫

清

一

)

五

十

-

一

へ
香

典

返

し
J

敬

称

略

天

正

少

年

使

節

顕

彰
会
へ
三
万
一

(

中

岳

郷

・

亡

母

キ

ヨ

)

三

万

万

円

円

、

大

村

子

供

の

家

へ

二

万

六

'

一

福

祉

基

金

へ

円

マ

長

嶺

崇

繁

(

東

京

都

豊

¥
百

種

寄

付

敬

称

略

千

八

百

八

十

五

円

マ

茶

道

む

一

一

マ

福

田
富
士
雄

(

一

の

郷

・

亡

島

区

・

亡

母

知

念

キ

ヨ

)

七

十

つ

み

会

(

伊

東

ま

し

子

ほ

か

八

一

国
際
障
害
者
年
推
進
事
業
へ

一

父

学

)

三

十

万

万

円

マ

田

川

良

一

(

長

崎

市

人

)

パ

ー

ル

ハ

イ

ム

へ

茶
道
慰

一

マ
大
村
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

一
国
際
障
害
者
年
推
進
事
業
へ
・
亡
祖
父
恵
良
)
十
万
円

マ

男

マ

パ

ブ

レ

ス

ト

ラ

ン

蜂

一

(
会
長
鈴
木
信
幸
)
十
七
万

f

一

マ

野

副

直

行

(

水

田

町

・

亡

父

坂

口

三

四

子

(

小

路

口

町

・

亡

円

(

代

表

者

古

瀬

進

)

大

村

子

供

一

一

昌

徳

)

五

万

円

母

立

山

コ

ト

)

一

一

万

円

マ

阿

社

会

福

祉

協

議

会

へ

の

家

へ

三

万

円

マ

橋

口

医

院

一

一
社
会
福
祉
協
議
会
へ
部
正
孝
(
上
諏
訪
町
・
亡
母
エ
マ
横
田
俊
子
(
池
田
一
丁
目
)
原
口
町
・
橋
口
剛
志
)
大
村
子
一

一

マ

井

本

文

夫

(

田

下

郷

・

亡

父

ツ

)

五

万

円

マ

早

川

ヤ

エ

一

万

円

供

の

家

へ

、

電

子

レ

ン

ジ

一

台

一

-
最
低
賃
金
が
改
正

本
県
の
最
低
賃
金
が
十
一
月
八

日
か
ら
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

働
基
準
局
(
雷
長
崎

@
l六
三
四

六
)
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

(
商
工
観
光
課
》

-
技
能
向
上
訓
練
(
自

動
車
整
備
の
実
務
)

期
間
一
月
十
二
日

t
二
月
十
二

日
(
毎
週
火
曜
・
金
曜
、
午
後

五
時
三
十
分

t
八
時
三
十
分
)

場
所
・
申
込
先
長
崎
総
合
高
等

職
業
訓
練
校
(
諌
早
市
小
船
越

町
一
一
一
三
、
窓
諌
早
②
|
二

一
一
一
二
三
)

申
込
期
間
十
二
月
十
日

t
一
月

八
日
ま
で

受
講
料
二
千
円
(
教
材
費
〉

(
商
工
観
光
課
)

お

び

わ

十
一
月
十
五
日
号
で
教
育
功
労

者
の
受
賞
者
を
掲
載
し
ま
し
た
が

次
の
受
賞
者
が
も
れ
て
い
ま
し
た

の
で
、
お
わ
び
し
て
掲
載
し
ま
す

〔
受
賞
者
〕
敬
称
略

マ
教
職
、
永
年

福
田
博
、

鐘
ケ
江
和
徳
、
服
部

幸
子
、
山
口
慶
男
、
山
口
障
子

池
田
一
馬
、
浦
上
照
子
、
渡
辺

健
二
郎

(
教
育
委
員
会
庶
務
課
)

I恥固定資産引町駅す
ま国民健康保険税 (6期〉

納期内に納めましよう
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